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ー
ミ
ン
グ
で
す
ね
。
様
々
な
期
待
や

思
い
が
こ
の
場
所
に
向
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
度
、
ホ
ー
ル
の
運
営
委
員
会

委
員
の
お
役
目
を
引
き
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
期
待
や

思
い
を
こ
の
ホ
ー
ル
の
運
営
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
微
力
な
が
ら

何
ら
か
の
形
で
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

第
1
回
目
の
会
議
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
大
手
前
開
発
事
業
の
経
緯
と
今

後
の
流
れ
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説

明
が
あ
り
、
委
員
が
互
い
に
ホ
ー
ル

に
対
す
る
考
え
や
思
い
を
語
り
、
委

員
会
の
運
営
な
ど
に
関
し
、
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
中
心
に

あ
る
の
は
交
流
・
文
化
。
「
文
化
は

私
た
ち
の
人
生
に
生
き
が
い
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
音
楽
や
演
劇
、
食
や
芸
能
と

い
っ
た
様
々
な
形
で
、
私
た
ち
に
、

生
き
る
力
や
喜
び
を
与
え
て
く
れ
た

り
、
悲
し
み
に
寄
り
添
っ
て
苦
し
み

を
乗
り
越
え
さ
せ
て
く
れ
る
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ホ
ー
ル
の
利
用
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
・
交
流
か
ら
、
か
け
が
え
の

な
い
経
験
が
共
有
さ
れ
、
皆
様
に
素

敵
な
出
会
い
が
生
ま
れ
、
出
会
っ
た

人
同
士
の
心
の
つ
な
が
り
が
育
ま
れ

て
い
く
場
所
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
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桑

門

超

さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
！

「
さ
い
き
」
は
ひ
ら
が
な
、

「
城
山
」
と
「
桜
」
は
漢
字
、

「
ホ
ー
ル
」
は
カ
タ
カ
ナ
。
い

か
に
も
多
機
能
空
間
・
複
合
文

化
交
流
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
ネ

開
館
準
備
検
討
会
議

道
路
工
事
の
た
め
、
道
路
の
一
部
区
間
を
「

全
面
通
行
止
め
規
制
（
終
日
）
」
し
て
い
ま
す
。

大
手
前
商
店
街
や
病
院
な
ど
ご
利
用
の
方
は
、

う
回
路
「
大
手
前
郵
便
局
前
交
差
点
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐伯がいちばん！さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
運
営
委
員
会

至

佐
伯
駅

Ｐ

バ
ス
停
留
所

至

鶴
岡

至 佐伯大橋

大手前交差点

駐車場

大
手
前
商
店
街

市
民
参
画
・
市
民
協
働
に

よ
り
実
施
す
る
開
館
記
念
事

業
の
企
画
（
ア
イ
デ
ア
）
を

7
月
31
日
ま
で
募
集
し
ま
し

た
。地

域
の
特
性
を
活
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
、
有
名
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
市
内
で
活
動
す
る
団

体
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
佐

伯
の
伝
統
を
伝
え
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
ア
イ
デ
ア
が
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
、
8
月
下
旬
に
プ
レ

ゼ
ン
を
行
い
、
運
営
委
員
会

に
お
い
て
、
事
業
化
に
向
け

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

至 船頭町

委
員
長

７
月
11
日
、
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル

開
館
後
の
自
主
事
業
に
関
す
る
意
見
や

助
言
を
頂
く
外
部
有
識
者
及
び
佐
伯
市

関
係
者
に
よ
る
第
１
回
目
の
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
の
委
員

長
に
は
善
教
寺
住
職
・
ル
ン
ビ
ニ
こ
ど

も
園
園
長
の
桑
門
超
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

７
月
19
日
、
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー

ル
の
開
館
へ
向
け
検
討
す
べ
き
事
項

に
関
し
、
意
見
や
助
言
を
頂
く
外
部

有
識
者
会
議
の
第
３
回
目
の
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
ま
ず
、
建

設
工
事
の
進
捗
状
況
、
６
月
に
開
催

し
た
市
民
説
明
会
で
頂
い
た
質
疑
、

意
見
、
要
望
な
ど
に
つ
い
て
、
当
室

が
検
討
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。

次
に
、
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
の

利
用
規
則
及
び
施
設
使
用
料
（
素
案

）
に
つ
い
て
お
諮
り
し
、
各
委
員
か

ら
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
助
言
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

市
民
説
明
会
及
び
検
討
会
議
に
お

い
て
頂
い
た
ご
意
見
等
を
参
考
に
し
、

条
例
案
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐伯Big Bang！

～観せる・味せる・魅せる～

さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル

建
設
現
場

建
設
現
場
は
、
現
在
、
地
下
部
分
の
工
事
が
ほ

ぼ
完
了
し
、
建
物
1
階
部
分
の
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
安
全
の
た
め
に
設
置
し
て

い
た
仮
囲
い
に
よ
り
、
建
設
現
場
内
の
様
子
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
左
記
の

と
お
り
仮
囲
い
を
一
部
外
し
て
い
る
た
め
、
工
事

の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

潮谷寺

やつか眼科

佐伯小学校

大分銀行歩
道
橋
横
交
差
点
入
口
部
分
の
交
通
規
制

の
た
め
、
大
手
前
商
店
街
内
の
道
路
の
交
通

体
系
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
工
事
車
両
等
の

出
入
り
も
あ
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
歩
行
者
の
通
行
も
車
両
の
通
り
抜
け
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マルショク

大分

信用金庫

やつか

整形外科

上尾

皮膚科

医院

佐伯

タクシー

大手前周辺見取図

さいき

城山桜

ホール

郵便局

三余館歴史資料館

西田病院

跡地

う回路(入口) 
通行禁止大手前郵便局前交差点

９
月
７
日
（
土
）
18
時
か
ら
20
時
30
分

ま
で
、
大
手
前
野
外
劇
場
（
雨
天
時
は
よ

ろ
う
や
仲
町
）
に
て
、
さ
い
き
城
山
桜
ホ

ー
ル
開
館
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
さ
く
ら
ど
ん

ど
ん
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
（
わ
く
わ
く
大

手
前
隊
主
催
）
。

こ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
生
演
奏
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
鑑
賞

し
な
が
ら
、
「
せ
ん
べ
ろ
」
ス
タ
イ
ル
で

飲
食
も
で
き
ま
す
。
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー

ル
の
建
設
工
事
現
場
の
様
子
を
肴
に
話
が

弾
む
楽
し
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◎
飲
食
チ
ケ
ッ
ト
（
前
売
り
）

1
枚
千
円

（
２
フ
ー
ド
、
３
ド
リ
ン
ク
）

◎
販
売
場
所
（
８
月
１
日
～
）

大
手
前
情
報
発
信
館

（
１
階

さ
い
き
本
舗
城
下
堂
）

市
役
所
大
手
前
開
発
推
進
室

（
本
庁
舎
４
階

74
番
窓
口
）

大手前商店街

さいき城山桜ホール開館記念事業

さいき城山桜ホール
運営委員会発足

大
手
前
周
辺

の
船
頭
町
で
は

第
８
回
目
と
な

る
船
頭
マ
チ
イ

チ
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

大
手
前
開
発

事
業
完
成
後
も

周
辺
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
取

組
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

周
辺
地
域
の
活
動

建設現場の様子
（令和元年７月26日 国道217号歩道橋から撮影）


